










要約:新生児マス・スクリーニングの検査有効性を評価するために,特異度(および偽陽性

率)の検討を行った。いずれの疾患のスクリーニング検査も特異度は 99.8%を越えており,

検査の有効性が確認された。しかしながら,特異度(あるいは偽陽性率)には,検査機関の間

で変動が認められた。その要因については,疾患発生率,検査の精度管理,カットオフ値な

どが関連していると考えられ,今後の検討が必要と考えられた。また,正確な感度・特異度

の情報を把握する上では,地域的な情報のネットワークの確立が必要と考えられた。


